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留民健康保険税の 1期分です

今月の出頚事量級は勾次のとおり行ないますので

ご利用くだ杏い。

員事寺…5月31日(水}午書毒事:3専問問午後4:自O

場緩急“事現隊等，福祉セン11-

近
相
ヤ
湘
入
溜
嶋
脇
臓
が
激
捕
唱
し
て
い

る
こ
主
に
停
い
災
幾
多
数
も
路

加
制
し
て
多
発
し
て
お
号
ま
す
。

こ
れ
は
本
市
で
も
田
向
。
四
抽
象

で
、
腕
吋
に
幼
児
、
銭
入
学
児
翻
臓

の
交
滋
壌
放
が
多
い
よ
う
で

す。

ζ

の期
λ

鴻
捕
前
情
叫
棋
は
交
適
量

の
増
扱
に
安
全
一
緒
殺
が
潟
い
っ

か
な
い
こ
と
も
大
昔
な
制
官
削
同
主

脅
え
ら
れ
ま
す
が
、
や
は
争
嚇
滞

緩
袋
、
発
行
者
お
の
お
の
が
交

遂
法
線
l
w調
総
攻
守
り
注
意
し

て
い
れ
ば
附
仰
げ
た
も
の
も
多
く

あ
っ
た
か
と
慾
わ
れ
ま
す
。 は~(Ô)(Ô)~

中
市
災
の
-
万
が
一
一
警
官
財
政
に
緩

む
ζ
と
は
な
に
か
、
や
は
h
y
道

路
、
下
水
、
ゴ
ミ
幾
灘
、
保
育

鏑
の
培
設
な
ど
と
燦
わ
れ
ま

す。
と
れ
は
楠
概
描
師
、
務
闘
の
や
で

も
…
幾
多
く
お
め
ら
れ
て
お
号

ま
す
。
中
市
で
は
、
仲
間
み
よ
い
我

孫
子
市
と
い
う
滋
本
的
綴
点
か

ら
、
市
遂
の
倍
元
金
引
綿
織
蹴
棋
を
間
同
様

に
年
次
計
題
に
よ
号
録
後
、

U

菌

学
総
の
布
設
等
を
行
な
っ
て
お
‘

り
ま
ナ
が
、
新
た
に
舗
装
す
る
晶
認

も
の
と
…
総
で
は
、
交
通
量
が
さ
l

多
い
た
め
に
緩
綴
も
ひ
ど
く
オ
務

ー
ル
カ
バ
ー
な
ど
も
必
援
な
慾

i

h

紛

が

滋

て

お

り

ま

す

。

童

市
で
は
桧
討
を
加
え
た
伸
縮
幾

i

双
山
相
約
十
七
年
度
中
に
次
の
と
樹

お

9
ハ
淡
も
気
勢
隅
隅
〉
九
十
四
路
;

措
棋
を
行
な
う
針
閣
総
で
す
.
晴
雄

こ
れ
か
ら
七
万
ゆ
勾
こ
ろ
ま

で
雨
が
多
く
』
常
時
う
っ
と
う
し

い
日
刊
即
時
現
く
主
慾
わ
れ
ま
す

が
、
調
得
制
貯
あ
る
市
民
の
綾
緩
め

ど
協
力
を
お
額
い
い
た
し
ま

す。報
惜
骨
悌
繍
間
後
容
れ
て
い
て
、
排

水
設
描
聞
の
敵
国
っ
て
い
る
援
に
つ

い
て
は
‘
町
内
会
、
肉
料
給
食
な

ど
で
創
刊
描
憎
の
清
擦
な
ど
な
し
て

い
た
だ
き
た
い
主
患
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
官
流
通
事
故
の

多
発
し
て
い
る
珊
晶
状
に
は
準
急

に
対
絡
し
な
け
れ
ば
な
れ
ツ
ま
喰

ん
。
こ
の
よ
う
な
ζ

と
か
ら
学

校
付
近
の
汲
学
践
を
会
む
(
危

脇
脱
皮
の
潟
い
〉
品
嶋
崎
織
に
ス
ク
ー

ル
ゾ
l
ン
令
綾
濃
い
た
し
ま
し

た。
ス
p
i
ル
ゾ
I
ン
は
、

md出掛

の
惑
絡
棋
が
小
学
校
、
幼
終
瞬
間
、

お
い
て
は
第
一
品
小
学
授
、
布
佐

小
学
校
を
徐
い
た
五
カ
所
の
小

学
校
の
遜
学
協
に
つ
い
て
凡
タ

ー
ル
ゾ
i
y
を
設
定
い
た
し
ま

し
た
。ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
お
け
る

対
策
泳
、
制
宅
設
?
か
ら
八
時
吋

車
十
ま
で
の
一
時
間
同
療
機
の
端
部

p

入
れ
が
禁
止
と
な
q
て
お

9
ま

す
が
、
ど
う
し
て
も
こ
の
時
間

市
内
五
つ
の
小
学
校
器
近

ス
ク
i
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定

保
W
N惜
別
を
や
心
と
し
た
一
定
地

域
に
多
い
こ
と
か
ら
特
に
子
供

の
交
滋
安
全
の
後
周
聞
を
間
同
る
た

め
批
判
出
品
機
械
摘
を
潮
崎
ぴ
尚
氏
唱
遇
策
全

対
策
を
集
中
品
聞
に
爽
絡
し
、
子

供
丹
市
静
散
を
訪
止
す
る
た
め
に

馳
献
策
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
総
附
闘
は
小
学
校
を
中
心

と
し
て
五
務
メ
i
ト
片
側
方
の

範
閤
が
対
象
と
な
り
、
本
滑
に

v
h

錦
減
争
入
れ
を
し
な
時
り
れ
ば
な

ら
な
い
縁
関
は
指
定
率
潟
の
認

定
を
受
け
な
げ
れ
ば
な
れ
ソ
ま
せ

ん
の
で
、
事
…
品
都
税
務
時
勲
畿
の
交

遜
諜
で
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ

苦
い
。
ま
た
、
融
制
緩
事
端
附
安
潤
掛

絞
す
る
人
件
同
相
担
額
速
度
、
一
時
時

措
防
次
簿
会
厳
守
し
、
安
行
者
の

官
帯
晶
臨
時
間
忠
弘
管
中
、
仰
と
し
た
安
全

遂
較
の
効
行
九
鉱
山
抑
制
糊
い
い
た
し

ま
す
。ま

た
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
l
y
対

策
に
間
関
す
る
提
案
、
緩
総
却
を
骨
滞

緩
い
た
し
ま
す
阜
で
、
中
市
役
所

出
抗
争
叩
仙
川
鍛
錬
ま
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

鵠問。
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事
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耐

用
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期
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ス

~

治

幹

線

〉

前

大

手

始

前

ン

畑

工

務
は
は
路
悶
間
間
山
柑
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閑

H

大

管

制

融

緩

学

楽

観

残

務

y

~

同

開

渓

修

道

島

〈

〈

係

ガ

鐙

島

一
知
的
開
銀
絞
線
描
抑
制
概
州
問
乃
〈

秀

忠

ゆ

く

怒

号

(

茶

銭

的

時

{

。
J

〈
蛸
線
路

H
H

線

(

〈

滋

録

制

緩

怒

れ

L

号

線

線

然

号
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号
制
問
絞

1
〉
お
号
〉
回
一
勺
檎

必
子
町
田
下
予
〉
ザ
ナ
り

1
・4
1
部
川
副
問
肉

声
柑
開
港
-
樗
採
図
開
閉
浦
胤
柑
持
拡
附
犠
用
防
町
線

・
舟
設
中
南
関
我
公
我
抑
制
拭
命
作
品
付
制
判
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850M) 

重量

150誌を〉

毒事

十'窃
曹
総
務
総
付
、
務
官
出
建
設
公

設
常
務
国
期
務
員
後
搬
椋
渓

wv
都
翁
排
整
然
柑
臨
終
総
本
柏
崎
町
出

簡
撃
翠
商
事
務
一
所
長

H
m
u外
務

曹

v
住
総
ぬ
血
耐
保
育
関
袋
詰
滋
臨
時

谷
よ
み

5 

2，. 

油
開
努

敵
機
同
胤
が
ぬ
け
て
お
争
ま
し
た
の

で
、
次
の
と
お
号
付
け
加
え
ま

762 



。，uy
 

政
崎

町
Hl

 w
こ
こ
数
年
来
悠
然
と
な
っ
て

時
お
り
ま
し
た
総
務
の
一
本
化
も

制
決
ま
争
、
布
伎
鑑
務
官
辺
該
国
制
は

開
哨
昨
昨
年
の
十
月
か
ら
絞
殺
を
滋
め

一
て
紛
争
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

一
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
山
引

一
き
淡
き
泡
級
交
換
機
の
取
付
け

…
ヱ
事
(
間
関
月
J
十
一
月
〉
お
よ
び

一
際
紛
ク
i
ブ
ル
増
設
工
事
〈
五

一
月
J
悶
川
和
問
問
十
八
年
一
月
J

を

F

行
な
い
ま
す
。

一
こ
の
工
事
に
よ
智
、
古
印
後
M
川

一
ハ
市
内
局
数
八
九
日
同
〉
は
、
本

一
年
十
一
月
末
に
糊
関
川
悶
で
き
る
予

一
緩
で
す
。
側
関
同
制
主
将
叫
吋
に
官
叩
佐

こ
柏
崎
U

院
の
如
州
南
口
叫
判
所
川
崎
む
師
同
い
試
い
捌

入
総
裁
を
布
後
絡
に
収
W
替
え

び
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
叩
後
池
町
臨
時
新
銀
出
り
湾
指
薬

あ
設
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は

闘
貼
叫
帥
ケ
ー
ブ
ル
裕
一
致
ぷ
壌
に
合

目
わ
せ
て
、
本
年
十
一
定
か
ら
慾

司
吋
俸
の
二
万
に
か
け
て
然
殺
す
る

布
佐
篭
話
交
換
潟
一
完
成

開
局
は
十
一
一
月
末
に
も

市
内
島
番
は
八
九
島
に

予
定
で
す
の
で
、
い
ま
し
ば
ら
当
て
か
ら
み
て
、
ま
だ
こ
苔
綴

〈
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
援
の
余
祷
が
あ
ち
ま
す
の
で
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
お
申
し
込
議
開
思
議
は
お
申
し
込
み
く
だ
ち

み
に
な
る
方
も
本
年
度
mw
約
争

広

際
民
年
金
保
険
料

鶴
め
忠
れ
の
方
は
六
月
末
mMま
で
に

回
同
氏
年
金
は
、
品
開
め
寂
れ
て

時
効
に
な
っ
た
保
協
間
約
で
も
、

本
年
六
月
一
一
一
十
日
ま
で
に
似
ち

約
め
る
ζ

と
が
で
き
ま
す
。

宜
邸
中
山
に
保
協
明
削
刊
の
抽
制
時
約
お
れ

が
あ
る
人
は
、
と
の
機
会
に
級

ゐ
な
い
と
将
来
の
年
金
が
緩
く

な
っ
た
り
、
永
久
氏
却
や
金
を
失

う
と
主
に
な
9
ま
す
。

主
た
、
期
一
然
閉
関
陣
内
年
金
に
加

入
す
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
い
加
入
し
て

い
な
い
人
も
す
ぐ
に
加
入
の
手

掛
就
き
を
し
て
、
加
入
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
き
か
ら
の
後
険
料
を

本
年
六
例
月
三
十
努
ま
で
に
約
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
し
ま
せ

ん
と
、
永
久
に
並
金
を
失
い
ま

す。田
両
氏
偲
金
に
淑
入
し
て
い
な

い
人
や
保
険
料
判
の
絞
め
滋
れ
が

あ
る
人
は
、
さ
っ
そ
く
初
入
の

李
総
き
、
あ
る
い
は
傑
除
、
約
を

約
め
て
〈
だ
さ
い
。

加
入
車
手
緩
き
ゃ
保
仲
間
創
刊
の

納
品
目
は
、
市
役
所
関
間
同
年
金
係

へ
ど
裕
司
副
く
だ
さ
い
。

大久保自治会の鴻審議風祭

は
え
、
紳
棋
の
印
刷
時
間
念
行
な
っ

て
校
治
議
境
b
k

尚
武
く
す
る
と
と

は
、
健
時
照
的
問
な
日
常
校
総
を
緩

む
う
え
で
一
番
大
切
な
と
主
で

ず
。
布
で
は
、
次
の
と
お
り
念

中
市
女
あ
げ
て
容
の
務
自
抑
潔
織
を

行
な
い
、
は
え
、
紋
的
効
果
的
削

な
駆
除
主
清
嗣
怖
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

と
の
駆
除
主
繍
刑
判
怖
は

HmM峨ど

主
に
-
一
常
に
行
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
い
陸
相
嬢
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
機
的
ど
協
力

を
お
綴
い
い
た
し
ま
す
。

A
V
大
岨
博
除
の
実
施

の
ゆ
串
鐙
内
外
に
対
す
る
掛
mw賦

し
た
火
線
除
の
笑
鰯
〈
畳
半
・

し
、
縁
の
下
、
天
井
察
、
制
押

入
れ
、
台
湾
な
ど
の
総
帥
怖
と

不
附
川
品
む
処
分
υ

地w

ね
ず
み
の
巣
を
取
h

リ脇陣

昔
、
ね
ず
み
の
滋
践
を
ふ
さ

a

〈、
@
中
〈
幽
部
隊
拍
慣
に
盤
、
天
仲
介
可
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畜
索
、
納
屋
な
ど
り
鋒
潔
と

数
議

小
型
鵠
開
肱
開
に
生
じ
た
ゴ
ミ
キ
制
措

物
は
な
る
べ
く
続
い
た
り
、

う
め
た
与
し
て
く
だ
さ
い
o

A
V
は
え
、
蚊
の
開
靴
除

消
也
時
的
蹴
附
は
次
の
事
務
に
波

窓
し
て
く
だ
さ
い
。

m
w

一
向
日
は
一
カ
所
村
い
け
閉
山
り

て
仙
出
は
開
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

円
一
…
般
の
お
綴
は
ゑ
部
開
閉
め

る
よ
き
に
す
る
〉

品w

火
録
制
剤
は
使
則
的
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

地
宮
殿
内
の
小
魚
、
金
魚
な
ど

は悶城
M

咋
に
山
似
し
て
く
ど
さ
い

③
拙
例
幾
後
、
効
擦
を
あ
げ
る

た
め
、
二
十
分
緩
療
は
そ
の

ま
ま
機
織
し
て
お
い
て
く
記

事
い
。
ま
た
、
絶
対
鮒
師
同
撒
車

中
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
お

綴
い
い
た
し
ま
す
。

③
国
肱
外
消
毒
の
拙
怖
は
池
に
フ

タ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

五
月
の
育
児
綴
談

五
万
の
官
出
品
拍
相
談
は
次
の
日
H

蛸
慌
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
利
刷
用

く
だ
き
い
。

時
間
関
は
い
ず
れ
の
一
会
場
も
午

務
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
以

十
分
ま
で
と
午
後
一
符
か
ら
一
一
一

時
吋
ま
叫
じ
で
す
。

三
綴
混
合
予
妨
緩
踊
健

一
一
一
漆
混
合
子
仲
間
後
綴
第
三
関
門

国
対
抗
り
日
穫
は
、
次
の
と
お
9
で

す
。
初
閉
め
人
で
A
q
総
務
二
係

包
的
人
は
第
一
点
問
闘
を
放
の
な
一
緬
也

捕
開
会
予
防
隊
訟
の
絡
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

毎
問
問
お
側
側
い
し
て
お
ち
ま
す

が
、
か
ぜ
気
味
の
子
供
さ
ん
は

総
対
受
け
な
い
よ
う
に
お
か
あ

き
ん
の
総
察
な
お
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

待
問
問
は
い
ず
'
れ
の
会
場
も
午

後
一
一
時
か
ら
三
一
時
ま
で
で
す
。

つi
寸
ぺ
(
一

;
I
1
j

一
場
一
一
一
側
一

一
一
二
鰐
…
棋
士
一
…

…
一
年
…
炎
一

h
p

…

…
一
拍
随
一
繁
一
中
…
ン

会
一
勲
一
枇
…
帥
一

hm

一
「
点
一
同
ト
間
同

一
日
一
切
一
日
間
一
叩
一
泊

一
1
…

1
一
1
…
1

月
…
刊
一
同
一
間
一
時

警

察

官

募

集

千
議
開
閉
答
察
で
は
‘
新
し
い

感
覚
を
持
っ
た
警
察
設
を
募
祭

し
て
お
守
ま
す
。

持
制
両
県
中
京
附
悶
際
空
俳
聞
の
附
閥
単
惜
を

始
め
麓
築
、
拭
脱
時
間
、
文
伐
に
淡

抑
制
的
に
批
判
後
を
続
け
て
お
り
ま

す
が
、
一
一
一
一
色
六
十
万
県
民
的
平

和
と
安
全
山
鉱
山
す
る
た
め
に
次
の

と
お
り
対
日
察
官
役
募
集
い
た
し

ま
す
。

①
線
開
間
帯
宏
人
闘
問

男
子
細
川
百
H
m
間
十
名

儲

綿

入

五

十

名

小
山
採
用
用
予
定
齢
期
詩
的
N

子
、
緩

人
終
察
官
口
と
も
開
削
和
何
十
七

年
八
月
吋
日

ぬ
絞
殺
宮
沢
月
二
十
一
日
か

ら
五
月
二
十
陸
自
主
ぜ
町
燃

に
削
刀
子
、
婦
人
診
察
官
と
も

に
ん
絞
殺
い
ま
す
。

品w総
敷
地
男
子
孫
府
間
笈
は
削
除

出
口
七
司
政
(
松
…
μ…係
樹
市
川
切
で

も
行
な
い
ま
す
〉
幾
人
怖
い
禁

容
は
d
T
榔
帝
国
用
務
純
別
学
校

布佐地区からの

救急車の襲議は

締

恥
ト

張
1
出

6
4
a
L
V
h
w
 

B
a
Y
4
4
 

持
澱二世

一
曙

g
g

晶
2
h

晶
gh帽

技
能
検
定

申
寵
は
お
皐
関
に

昭
如
特
約
ト
七
匁
俊
一
関
側
剖
仲
間
的
陥

検
泌
を
次
の
一
と
お
れ
ソ
行
な
わ
れ

ま
す
の
で
、
希
絞
殺
は
お
申
し

込
み
く
だ
苦
い
。

品
目
受
検
出
甲
時
間
受
付
五
月
八
日
H

か
ら
二
十
二
日
ま
で

出
臼
受
検
資
格
こ
の
検
定
官
後

け
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定

の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。

そ
の
悠
穂
波
手
続
、
件
時
品
開
免

除
、
単
4

数
料
な
Y
い
締
許
制
糾
に
つ
い

て
は
、
手
掛
滑
幽
開
設
抽
出
品
訳
出
品
協
会

電
滋
ハ
V
m
間七一一

i
一
一
七
田
制
六
一

八
一
審
へ
ど
滋
絡
く
だ
苦
い
。

品
問
蹴
判
融
制
資
格
緩
和
十
九
匁
八

晃
一
一
日
か
ら
昭
和
初
二
十
九
年

八
丹
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者

で
附
知
子
批
判
長
富
山
ハ
十
捕
、
女

子
百
五
十
笈
閣
以
上
で
輪
開
耐
艇

な
方

爪
同
時
前
付
制
期
制
問
符
月
十
ヤ
札
口
H

か

ち
ヤ
札
口
月
二
十
日
ま
で

前
受
付
機
関
川
口
祭
お
派
出
出

一
所
、
及
川
市
所

な
お
、
詩
抑
制
は
終
世
刑
胤
ベ
派

出
所
、
数
在
所
に
お
開
閉
い
合
必

殺
く
だ
さ
い
。

湖
北
台
へ
移
動
開
硝
緩
綴

六
日
銀
行
第
一
一
…
波
間
十
二
汚
で

淡
綴
が
あ
れ
ツ
ま
し
た
の
で
次

の
主
お
り
訂
絞
話
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ゴベ
i
ジ
k
か
ら
一
ニ
段
詩
的

カ
ッ
ト
ゃ
に
「
布
依
然
町
民
か
ら

の
紋
ふ
ん
阜
の
獲
鴻
締
法
八
二
効
の

二
一
二
伝
漆
と
あ

F
ま
す
が
、

潟
お
総
務
所
得
八
八
日
岬
ニ
ニ
一

七
議
L

C

制
問
じ
ベ

i
u
閥
明
る
い

出
納
附
細
山
市
で
、
世
舟
の
附
問
中
4
1
御綿子

き
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
お
金
が

一
一
…
千
代
と
あ
り
ま
す
が
ぷ
万

向
。
間
同
ベ

1
ジ
友
州
問
m
w
可
燃
物

の
叙
然
計
画
中
車
・
土
籍
制
鱒
ダ
、
J

プ
で
中
机
押
上
・
下
・
2
1
k
る
り

ま
す
が
、
・
水
‘
キ
ム
で
す
の
で
、
h

抑

制
部
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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